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私が今後PHP友の会をどのように

自分と他者の人生に生かして

いくかを３つの観点からお伝え

したいと思います。



 その１ 自分が成長する「出会い」を求めて
 今までの私の人生はある特定の人との

 出会いによって成長させられました。

 その「出会い」のことをお伝えしたい。

 その２ 自分と仲間が楽しい人生を求めて

 現在、所属しているPHP友の会の仲間と

 どのように楽しく人生を過ごしているかを

 お伝えしたいと思います。

 その３ 社会に役立つ学びを求めて

 PHPでの「学び」は私の人生に役に立っています。

 それをお伝えしたいと思います。



その１ 自分が成長する「出会い」

を求めて
 誰かとの出会いによって大きく人生が変わったと

 人も多いと思いますが、私もその中の一人です。

 20代前半、営業マンで毎月目標達成に悩んでい

 ました。何か良い生き方の法則があると思っていて

 あるお寺の門をたたき、私なりにその良い生き方の

 法則を発見しました。それは今思うと松下幸之助氏

 の言う「素直な心」でした。

 それは「悟り」でした。悟りと言ってもいわゆる大きな意味
での悟りではなく「大悟は小悟の積み重ねなり」という

 言葉がありますが、その小悟、小さな悟りです。



お寺の和尚との出会いは私の人生で一番大きな

「出会い」でした。その和尚との出会いで一番印
象的な学びは「利他即自利・自利即自他」という
言葉です。

利他という言葉は稲盛和夫氏もよく使われた言葉
ですが、利益を他者に与えることを重視しなさい
ということです。誰でも自分が可愛いものです。
しかし、自分の利益を先にすると、他者は自分の
味方にはなってくれません。従って他者（お客
様）の利益を先に考えることが重要だということ
です。詳細は省きますが、ここで私は手紙を活用
する営業手法を実行します。この利他営業の手法
が私の武器となり私の営業マン人生は成長してい
くのでした。



他にも和尚に教えられた座禅は私の人生に大きな
影響を与えました。営業マンで目標達成に悩んで
いるその真っ最中に座禅をすることで、その悩み

も吹っ飛び、仕事に集中するということができ

ました。営業の仕事以外の悩みの時にも問題解決
に大いに役立ちました。

他にも和尚とのご縁で「四国八十八か所」の

参拝に20日間の自転車のお遍路にも行きました。

私にとって、これらも「出会い」という

重要なポイントで大きな意味を持つものでした。



また、私は2008年に本を出版しました。

これもある人、N氏との出会いがきっかけでした。

それは、私がやってきた営業手法を

「本にできたらなあ」という夢という

よりは野心がありました。そのために

以前から文章を少しずつ書きためては

いました。しかし、自著をどのように

出版社に売り込むかのコンタクト方法

が分かりませんでした。



 そのころ私はその数年前までクライアントの役員の

 N氏と友人の関係でした。その彼が本を出版した

 のを知りました。当然どのような経緯で出版した

 のかを聞きました。彼は非常に具体的に教えて

 くれました。

 その手法は出版社に人脈などなくても問題ない

 手法でした。その手法を実施した結果、自著の出版

 までこぎつけました。出版社は「ぱる出版」という

 中小の出版社でした。

 しかし、著作権料も受け取れる商業出版（自費出版で
はない）でした。

 （右上の絵がN氏の著作です）

 （右下が私の著作です）



また、私と同じ仙台のPHP友の会の会員で

ある小泉知加子氏もPHP研究所から

本「復興への道をひらく」（右上）を

出版しておられます。

さらには、私の子供のような年齢のK氏は

私の後輩なのですが、私との「出会い」で

本を出したいと思った、と言ってくれて

います。

彼はその夢を今から数年前に実現しました。

それが「DX経営はじめの一歩」（右下）です。



PHP友の会での「出会い」
 前述のような人生・出版のきっかけのような出会いではありま
せんが、日常の学び合いというか遊びの仲間というような出会
いがありました。メンバーのY氏で性格は真逆というような感
じなのですが仲良くさせてもらって月に3-4回

 会っています。こういう出会いがPHPだと思っていま

 す。

 その１のまとめ このような「出会いは」TV画面の

 人、本の著者・講演会の壇上の人ではなく、生で付

 き合うような人である方が良いと思っています。

 また、「病も移るが元気も移る」という言葉があり

 ますが、PHP友の会で「元気を移され移して」いき

 たいと思っています。



その２ 仲間ともに楽しい人生を求めて
 PHP友の会では例会自体も楽しく参加しているの

 ですが、他にも社会施設見学や一泊ドライブ旅行

 ・日帰りグルメドライブ・日帰り温泉・カラオケ

 なども楽しんでいます。特にドライブは５ー７人

 で行くのですが、車内の空間が会話を楽しむ

 相互の距離感がいいのです。

 また、私が日本笑い学会会員で漫談をやるため、ダジャレや
ジョークで笑わせることが得意です。そうすると車内の雰囲気が
盛り上がります。行先はグルメのお店、その近くの観光地、道の
駅などです。特に高齢会員は車でないと行けない所に行けると喜
んでいます。私が運転していますが、皆が喜んでもらうことが楽
しいと思っています。車は万一のことを考えレンタカーを利用し
ています。

 その２のまとめ PHPの仲間と楽しい人生を過ごしています。



その３ 自分自身と他者に役立つ学びを求めて

 ●受講済みセミナー

 ベーシック・素直アドバイザー・語り部養成講座

 ●会合への参加で学ぶ

 ＊「PHPなごみ友の会」では会員相互に個人の得意分野

 （趣味・特技・仕事・その他）のことや県庁・市役所

 などからの派遣講師から衛生・健康・安全のこと

 など。また、施設見学、博物館見学などで学んで

 います。

 。



 私は学びとは言っても単に受動的な知識を学ぶだけの学習
は、あまり好きではありません。自分も発言し、他者の意
見も聞くというようなインタラクティブな学びが好きなの
でＰＨＰセミナーは私の性分にはあっていると思っていま
す。そして学んだことを実践していきたいと思っています。

 その他

 ＊オンラインPHP読書会

 ＊本音ほろ酔い友の会 （オンライン）？

 飲み会ではあるもののさすがPHPだけ

 あって人生勉強になるものです。

 ＊「道を拓く」を読む会

 その３のまとめ PHPで自分自身と他者に

 役立つ学びを求めて



ま と め

その１ 自分が成長する良き「出会い」を求めて
 特に和尚との出会いで営業手法と良い生き方の気づきが得られました。

 また、出会いによって私の人生で一番大きな夢・野心だった自著の

 出版を達成できました。

 PHP友の会での出会いを求めたいと思っています。。

その２ 自他ともに楽しい人生を求めて
 現在、所属しているPHP友の会の仲間とドライブや

 その他とても楽しい人生を過ごしています

その３ 社会に役立つ学びを求めて
 PHPのセミナーとPHP友の会の学びは私の価値観に

 大いに良い影響を与えています。
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